
 

1 

 

タ

イ

ト

ル
：『

汐

製

菓

会

社

の

新

作

1
0

6
 

せ

ん

べ

い

1
』

 

 
第

1
幕

：
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
発
端

（
約

2
0

分

） 

 

シ
ー
ン1

：
奇

想

天

外

な
社

長

登

場

（5

分

） 

（
場

所

：
汐

製

菓

会

社

の
会

議

室

。
壁

に
は
数

々
の

奇

抜

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
飾

ら
れ
て
い
る
。「

世

界

一

の

煎

餅

を
作

る
！

」
と
書

か
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
目

立

つ
。
） 

社

員

A

：「

え
ー
っ
と
、
前

回

の
『

カ
レ
ー
味

チ
ョ
コ
煎

餅

』
の
売

上

で
す
が…
…

う
ー
ん
、
振

る
い
ま
せ
ん

ね
。
」 

社

員

B

：「

ま
ぁ
、
あ
れ
は
社

長

の
“
イ
ン
ド
旅

行

の

感

動

”
か
ら
生

ま
れ
た
商

品

で
す
か
ら…

…

。
」 



 

2 

 

（
場

面

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
ほ
ど
明

る
く
扉

を
開

け

る
音

。
） 

汐

：「

お
お
、
今

日

は
元

気

が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！

何

か
面

白

い
こ
と
で
も
話

し
て
み
ろ
！

」 

（
社

員

た
ち
が
困

っ
た
よ
う
に
顔

を
見

合

わ
せ
る

中

、
秘

書

の
塩

田

が
入

室

す
る
。
） 

塩

田

：「

社

長

、
そ
ん
な
無

茶

振

り
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
」 

汐

：「

お
、
塩

田

！

面

白

い
こ
と
な
ら
君

が
一

番

得

意

だ
ろ
う
？

」 

塩

田

：「

い
え
、
私

は
真

面

目

に
仕

事

を
し
て
い
る
だ

け
で
す
。
」 

（
汐

、
満

面

の
笑

み
で
大

き
く
手

を
広

げ
る
。
） 

汐

：「

で
は
、
今

日

の
議

題

だ
！

新

し
い
煎

餅

を
作

る
ぞ
！

」 



 

3 

 

社

員

C

：「

ま
た
煎

餅

で
す
か…

…

？

」 

社

員
A

：「

い
や
、
製

菓

会

社

だ
か
ら
煎

餅

で
い
い
ん

だ
け
ど
、
ま
た
奇

抜

な
方

向

じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
？

」 

（
社

員

た
ち
が
ざ
わ
ざ
わ
と
心

配

す
る
中

、
汐

が
白

板

に
「

梅

干

し
味

」
と
書

く
。
） 

汐

：「

次

は
こ
れ
だ
！

梅

干

し
味

煎

餅

！

」 

（
場

内

が
一

瞬

静

ま
り
返

る
。
） 

塩

田

：「…
…

ま
た
、
胃

腸

に
負

担

が
か
か
り
そ
う
で

す
ね
。
」 

社

員

B

：「

え
、
で
も
そ
れ
、
本

当

に
売

れ
る
ん
で
す

か
？

」 

汐

：「

売

れ
る
か
ど
う
か
じ
ゃ
な
い
！

面

白

い
か
ど
う

か
だ
！

」 

塩

田

：「

社

長

、
面

白

さ
だ
け
で
商

品

を
作

る
の
は

ど
う
か
と…

…

。
」 

汐

：「

塩

田

！

人

生

も
商

品

も
酸

い
も
甘

い
も
な
け

れ
ば
面

白

く
な
い
だ
ろ
う
？

」 



 

4 

 

塩

田

：「

そ
も
そ
も
商

品

に
甘

み
な
ん
て
あ
り
ま
す

か
？

」 
（
汐

、
得

意

げ
に
微

笑

む
。
） 

汐

：「

あ
る
さ
。
米

の
甘

さ
が
な
！

」 

（
社

員

た
ち
が
困

惑

し
な
が
ら
メ
モ
を
取

り
始

め

る
。
） 

 

シ
ー
ン2

：
試

作

品

開

発

の
苦

闘

（1
0

分

） 

（
場

所

：
汐

製

菓

会

社

の
製

菓

研

究

室

。
社

員

た

ち
が
試

作

品

を
作

っ
て
い
る
。
様

々
な
煎

餅

が
並

ぶ

中

、
汐

が
試

食

を
始

め
る
。
） 

社

員

D

：「

こ
ち
ら
は
、
梅

干

し
エ
キ
ス
を
ベ
ー
ス
に
し

た
煎

餅

で
す
！

」 

（
汐

が
一

口

食

べ
る
。
） 



 

5 

 

汐

：「

う
ん
、
こ
れ
は…

…

た
だ
酸

っ
ぱ
い
だ
け
だ

な
！

」 
（
社

員

D
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
。
） 

社

員

E

：「

じ
ゃ
あ
こ
ち
ら
は
、
梅

干

し
の
果

肉

を
練

り
込

ん
だ
煎

餅

で
す
！

」 

（
汐

が
ま
た
一

口

食

べ
る
。
今

度

は
顔

を
し
か
め

る
。
） 

汐

：「

こ
れ
だ
と
、
た
だ
の
ご
飯

に
梅

干

し
を
乗

せ
た

感

じ
じ
ゃ
な
い
か
！

」 

塩

田

：「

社

長

、
そ
れ
っ
て
普

通

に
美

味

し
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？

」 

汐

：「

美

味

し
い
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
！

驚

き
が
な

い
と
！

」 

（
塩

田

が
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
胃

薬

を
取

り
出

し
、
汐

に
差

し
出

す
。
） 



 

6 

 

塩

田

：「

驚

き
す
ぎ
て
胃

を
壊

す
の
も
ど
う
か
と

…
…

。
」 

（
社

員

た
ち
が
次

々
と
試

作

品

を
持

っ
て
く
る
が
、

ど
れ
も
汐

に
ダ
メ
出

し
さ
れ
る
。
） 

汐

：「

酸

味

！

塩

味

！

甘

味

！

こ
の
三

つ
が
完

璧

に
融

合

し
な
い
と
意

味

が
な
い
ん
だ
！

」 

（
社

員

C

が
ポ
ツ
リ
と
つ
ぶ
や
く
。
） 

社

員

C

：「

い
や
、
そ
ん
な
に
言

う
な
ら
自

分

で
作

っ

て
み
て
ほ
し
い…

…

。
」 

（
汐

が
笑

顔

で
前

に
出

る
。
） 

汐

：「

よ
し
、
俺

が
自

ら
究

極

の
煎

餅

を
作

る
！

」 

 

シ
ー
ン3

：
試

食

イ
ベ
ン
ト
の
準

備

（5

分

） 

（
場

所

：
汐

製

菓

会

社

の
会

議

室

。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
案

を
社

員

全

員

で
討

論

し
て
い
る
。
） 



 

7 

 

社

員

A

：「

こ
ち
ら
は
梅

干

し
の
イ
ラ
ス
ト
を
大

胆

に

使

っ
た
案

で
す
。
」 

塩

田

：「

シ
ン
プ
ル
で
い
い
で
す
ね
。
」 

（
汐

が
即

座

に
却

下

。
） 

汐

：「

却

下

だ
！

目

を
引

か
な
い
だ
ろ
う
！

」 

社

員

B

：「

で
は
こ
ち
ら
、『

酸

味

の
戦

士

』
を
テ
ー

マ
に
、
梅

干

し
が
鎧

を
着

た
イ
ラ
ス
ト
案

で
す
。
」 

塩

田

：「…
…

一

体

、
誰

に
向

け
て
作

っ
て
る
ん
で
す

か
？

」 

汐

：「

全

員

だ
！

子

供

も
大

人

も
、
外

国

人

観

光

客

も
な
！

」 

（
塩

田

が
不

安

そ
う
に
首

を
か
し
げ
る
が
、
社

員

た

ち
は
満

場

一

致

で
こ
の
案

を
採

用

す
る
。
） 

第

2

幕

：
試

食
イ
ベ
ン
ト
と
対
立 

 



 

8 

 

シ
ー
ン4

：
試

食

イ
ベ
ン
ト
開

始

（1
0

分

） 

（
場

所

：
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
特

設

会

場

。
和

風

の
屋

台

風

ブ
ー
ス
に
「

酸

味

の
戦

士

！

」
の
巨

大

な

垂

れ
幕

が
掲

げ
ら
れ
、
和

楽

器

の

B
G

M

が
流

れ

る
。
ブ
ー
ス
に
は
梅

干

し
型

の
バ
ル
ー
ン
が
飾

ら
れ
、

異

様

に
目

立

つ
。
） 

司

会

者

：「

皆

さ
ん
、
お
待

た
せ
し
ま
し
た
！

こ
こ
で

汐

製

菓

の
新

作

、『

酸

味

の
戦

士

！

梅

干

し
味

煎

餅

』
の
試

食

会

を
開

始

し
ま
す
！

」 

（
周

囲

の
人

々
が
興

味

津

々
に
集

ま
り
始

め
る
。
） 

汐

：
（
壇

上

に
立

ち
）「

さ
あ
、
日

本

の
伝

統

と
大

胆

な
発

想

が
融

合

し
た
こ
の
煎

餅

！

食

べ
た
ら
人

生

観

が
変

わ
る
ぞ
！

」 

塩

田

：
（
隅

で
呟

き
な
が
ら
メ
モ
）「

人

生

観

が
変

わ

る
煎

餅

っ
て…

…

ま
た
ハ
ー
ド
ル
上

げ
す
ぎ
て
る
。
」 

（
最

初

に
試

食

す
る
の
は
日

本

人

の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
） 



 

9 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
：「

ど
れ
ど
れ…

…

。
」
（
煎

餅

を
一

口

食

べ
る
）「

お
お
！

懐

か
し
い
梅

干

し
の
味

！

で

も
、
こ
れ
煎

餅

と
し
て
も
ち
ゃ
ん
と
美

味

し
い
ね
！

」 

汐

：「

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

そ
う
、
こ
れ
は
懐

か
し
さ
と
新

し
さ
の
融

合

な
の
で
す
！

」 

（
次

に
、
小

学

生

の
兄

妹

が
試

食

す
る
。
） 

兄

：「

ん
～

、
ち
ょ
っ
と
酸

っ
ぱ
い
け
ど
、
お
菓

子

っ
て

感

じ
じ
ゃ
な
く
て…

…

面

白

い
味

！

」 

妹

：「

私

、
こ
れ
好

き
か
も
！

」 

塩

田

：
（
小

声

で
）「

お
菓

子

っ
て
感

じ
じ
ゃ
な
い
、
っ

て
い
う
の
は
褒

め
て
い
い
の
か…

…

？

」 

 

シ
ー
ン5

：
外

国

人

観

光

客

と
の
衝

突

（1
5

分

） 

（
次

に
試

食

す
る
の
は
観

光

で
訪

れ
た
外

国

人

グ
ル

ー
プ
。
英

語

圏

、
ア
ジ
ア
圏

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏

の
観

光

客

が
混

じ
っ
て
い
る
。
） 



 

10 

 

観

光

客

1

（
ア
メ
リ
カ
人

男

性

）
：「O

h
, w

h
a

t's
 

th
is

?
 J

a
p

a
n

e
s

e
 r

ic
e

 c
ra

c
k

e
r w

it
h

... s
o

u
r 

p
lu

m
?
 S

o
u

n
d

s
 w

e
ird

, b
u

t
 o

k
a

y
, I'll t

ry
 it.

」 

（
彼

が
一

口

食

べ
た
瞬

間

、
顔

が
一

気

に
歪

む
。
） 

観

光

客

1

：「W
h

a
t
 is

 th
is

?
! It's

 s
o

 s
o

u
r! Is

 

th
is

 e
v

e
n

 fo
o

d
?
!

」 

観

光

客

2

（
フ
ラ
ン
ス
人

女

性

）
：「

（
煎

餅

を
眺

め

な
が
ら
）Ç

a
 s

e
n

t
 b

iz
a

rre
…

」 

観

光

客

3

（
中

国

人

男

性

）
：「

這

個…
…

太

酸

了

吧

？

」 

（
会

場

が
微

妙

な
空

気

に
包

ま
れ
る
中

、
汐

が
前

に

出

る
。
） 

汐

：「

皆

さ
ん
、
確

か
に
酸

っ
ぱ
い
か
も
し
れ
な
い
！

だ
が
、
酸

っ
ぱ
さ
だ
け
で
は
な
い
！

」 

（
観

光

客

た
ち
が
困

惑

顔

で
見

つ
め
る
中

、
汐

が
力

説

を
始

め
る
。
） 



 

11 

 

汐

：「

こ
の
煎

餅

に
は
、
日

本

人

が
何

百

年

も
大

切

に
し
て
き
た
味

覚

の
バ
ラ
ン
ス
が
詰

ま
っ
て
い
る
ん
で

す
！

酸

味

、
塩

味

、
そ
し
て
ほ
の
か
な
甘

味

！ 

こ
れ

は
人

生

そ
の
も
の
を
表

し
て
い
る
！

」 

観

光

客

1

：「L
ife

?
 W

h
a

t
 d

o
e

s
 th

is
 c

r
a

c
k
e

r 

h
a

v
e

 to
 d

o
 w

it
h

 life
?
!

」 

汐

：「

人

生

に
は
酸

い
こ
と
も
甘

い
こ
と
も
あ
り
ま

す
！

こ
の
煎

餅

を
食

べ
れ
ば
、
そ
う
し
た
全

て
を
一

緒

に
楽

し
む
心

の
余

裕

を
学

べ
る
ん
だ
！

」 

塩

田

：
（
小

声

で
）「

煎

餅

に
そ
こ
ま
で
深

い
テ
ー
マ

が…
…

？

」 

（
汐

の
熱

弁

に
触

発

さ
れ
た
日

本

人

観

客

た
ち
が

拍

手

を
送

り
始

め
る
。
） 

観

光

客

2

（
フ
ラ
ン
ス
人

女

性

）
：「H

m
m

…
 P

e
u

t
-

ê
tre

 q
u

'il a
 ra

is
o

n
.

」
（
フ
ラ
ン
ス
語

字

幕

：「

彼

の
言

う
こ
と
に
は
一

理

あ
る
か
も
」
） 



 

12 

 

観

光

客

3

（
中

国

人

男

性

）
：「

讓

我

再

試

一

次

…
…

」
（
中

国

語

字

幕

：「

も
う
一

度

試

し
て
み
よ

う…
…

」
） 

（
観

光

客

た
ち
が
も
う
一

度

煎

餅

を
口

に
す
る
。
） 

観

光

客

1

：「O
k
a

y
…

 I s
e

e
 w

h
a

t
 y

o
u

 m
e

a
n

. 

It's
 n

o
t
 ju

s
t
 s

o
u

r. It
's

…
 b

a
la

n
c

e
d

. 

U
n

iq
u

e
.

」 

観

光

客

2

：「C
'e

s
t
 in

té
re

s
s
a

n
t.

」 

観

光

客

3

：「

嗯

，
不

錯

。
」 

（
観

光

客

た
ち
が
笑

顔

に
な
り
、
会

場

が
和

や
か
な

雰

囲

気

に
包

ま
れ
る
。
） 

 

シ
ー
ン6

：S
N

S

で
の
バ
ズ
（5

分

） 

（
場

所

：
汐

製

菓

の
オ
フ
ィ
ス
。
塩

田

が
ス
マ
ホ
を
見

な
が
ら
驚

く
。
） 
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塩

田

：「

社

長

！
『#

酸

い
も
甘

い
も
煎

餅

』
が

S
N

S

で
ト
レ
ン
ド
入

り
し
て
ま
す
！

」 
汐

：「

ほ
ら
見

ろ
、
言

っ
た
通

り
だ
！

」 

（
社

員

た
ち
が

S
N

S

の
投

稿

を
次

々
と
読

み
上

げ

る
。
） 

社

員

A

：「
『

サ
ム
ラ
イ
ス
ナ
ッ
ク
、
酸

っ
ぱ
い
け
ど
ク

セ
に
な
る
』
。
」 

社

員

B

：「
『

人

生

が
詰

ま
っ
た
煎

餅

、
初

め
て
食

べ

た
！

』
。
」 

社

員

C

：「
『

ま
さ
か
日

本

で
こ
ん
な
革

命

的

な
お

菓

子

に
出

会

う
と
は…

』
。
」 

（
汐

が
笑

顔

で
両

手

を
広

げ
る
。
） 

汐

：「

こ
れ
が
俺

た
ち
の
力

だ
！

」 

第

3

幕

：
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
エ
ピ
ロ
ー
グ  

シ
ー
ン7

：
国

際

食

品

展

示

会

（1
5

分

） 



 

14 

 

（
場

所

：
国

際

食

品

展

示

会

。
世

界

中

か
ら
集

ま

っ
た
バ
イ
ヤ
ー
や
観

光

客

が
集

ま
っ
て
い
る
巨

大

な

ホ
ー
ル
。
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス
に
は
、「

酸

味

の
戦

士

」

煎

餅

の
大

き
な
看

板

が
飾

ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

試

食

を
進

め
て
い
る
。
） 

汐

：「

さ
あ
、
今

日

は
世

界

の
味

覚

に
革

命

を
起

こ

す
ぞ
！

日

本

か
ら
、
い
や
、
世

界

中

の
人

々
に
、
酸

い
も
甘

い
も
煎

餅

を
伝

え
よ
う
！

」 

（
周

囲

の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
興

味

深

そ
う
に
試

食

し

て
い
る
中

、
汐

が
ど
ん
ど
ん
前

に
出

て
熱

心

に
説

明

を
始

め
る
。
） 

汐

：「

こ
の
煎

餅

に
は
、
酸

っ
ぱ
さ
だ
け
で
な
く
、
心

の
奥

底

か
ら
湧

き
上

が
る
感

動

が
詰

ま
っ
て
い
ま

す
！

」 

（
外

国

人

バ
イ
ヤ
ー1

が
煎

餅

を
口

に
し
、
す
ぐ
に

顔

を
し
か
め
る
。
） 



 

15 

 

外

国

人

バ
イ
ヤ
ー1

：「O
h

, th
a

t
's

…
 s

o
u

r. T
o

o
 

s
o

u
r!

」 
（
汐

が
素

早

く
対

応

。
） 

汐

：「

あ
あ
、
最

初

は
驚

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

で

も
、
酸

っ
ぱ
さ
は
た
だ
の
表

現

で
す
。
そ
の
背

後

に
あ

る
バ
ラ
ン
ス
を
理

解

す
れ
ば
、
き
っ
と
あ
な
た
の
心

を

つ
か
む
は
ず
で
す
！

」 

（
別

の
バ
イ
ヤ
ー
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来

た
男

性

が
試

食

し
、
し
ば
ら
く
黙

っ
て
考

え
る
。
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
イ
ヤ
ー
：「H

m
m

…
 it's

 u
n

u
s
u

a
l, 

b
u

t th
e

re
's

 s
o

m
e

t
h

in
g

 u
n

iq
u

e
 a

b
o

u
t
 it. 

It's
 n

o
t
 lik

e
 a

n
y

th
in

g
 w

e
'v

e
 ta

s
te

d
 

b
e

fo
re

.

」 

（
汐

が
大

き
な
声

で
言

う
。
） 

汐

：「

そ
れ
こ
そ
が
日

本

の
伝

統

と
現

代

の
創

造

性

が
融

合

し
た
力

な
ん
で
す
！

」 



 

16 

 

（
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
少

し
ず
つ
頷

き
な
が
ら
、
試

食

し

て
い
る
他

の
人

々
の
反

応

を
見

て
い
る
。
） 

（
し
ば
ら
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
ヤ
ー
が
大

き
な

声

で
呼

び
か
け
る
。
） 

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
ヤ
ー
：「W

a
it

 a
 m

in
u

te
…

 T
h

is
 

is
 b

rillia
n

t! It
's

 d
iffe

re
n

t
, b

u
t
 in

 a
 g

o
o

d
 

w
a

y
! T

h
e

re
's

 a
 p

e
rfe

c
t
 b

a
la

n
c

e
 o

f fla
v

o
rs

. 

T
h

e
 s

o
u

r
n

e
s

s
 is

 b
o

ld
, b

u
t
 it

 le
a

v
e

s
 y

o
u

 

w
a

n
tin

g
 m

o
re

.

」 

汐

：「

そ
う
で
す
！

ま
さ
に
、
一

度

食

べ
た
ら
や
め
ら

れ
な
い
！

日

本

の
食

文

化

を
、
世

界

の
味

覚

と
し
て

進

化

さ
せ
た
の
で
す
！

」 

（
他

の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
も
一

斉

に
賛

同

し
、
興

奮

し

た
声

が
広

が
る
。
） 

ア
ジ
ア
の
バ
イ
ヤ
ー
：「

面

白

い
！

こ
れ
、
日

本

の
ス

ナ
ッ
ク
と
し
て
新

し
い
流

れ
を
作

り
そ
う
だ
！

」 



 

17 

 

（
展

示

会

場

内

が
賑

わ
い
始

め
、
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス

に
人

が
集

ま
り
だ
す
。
） 

塩

田

：
（
隣

で
焦

っ
て
い
る
）「

社

長

、
あ
の
、
ち
ょ
っ

と…

み
ん
な
食

べ
過

ぎ
て
る
よ
う
な…

」 

汐

：「

大

丈

夫

！

こ
れ
が
食

文

化

の
革

命

だ
！

」 

（
そ
の
時

、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
近

づ
い
て
き
て
、
展

示

会

の
様

子

を
撮

影

し
始

め
る
。
） 

カ
メ
ラ
マ
ン
：「

こ
ち
ら
、
汐

製

菓

さ
ん
の
新

し
い
商

品

、
梅

干

し
味

煎

餅

が
話

題

と
な
っ
て
い
ま
す
！

こ

の
煎

餅

、
た
だ
酸

っ
ぱ
い
だ
け
で
は
な
い
そ
の
魅

力

に

迫

っ
て
み
ま
し
た
！

」 

（
カ
メ
ラ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
映

し
出

す
。「

酸

味

の
戦

士

」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
、
国

際

的

に
も

注

目

を
集

め
て
い
る
様

子

が
映

る
。
） 

 

シ
ー
ン8

：
次

な
る
挑

戦

（1
0

分

） 



 

18 

 

（
場

所

：
汐

製

菓

会

社

の
オ
フ
ィ
ス
。
汐

が
社

員

た

ち
に
向

か
っ
て
次

の
新

商

品

を
発

表

し
て
い
る
。
） 

汐

：「

さ
あ
、
皆

！
『

酸

味

の
戦

士

』
は
大

成

功

だ
っ

た
な
！

次

は
、
わ
さ
び
味

煎

餅

だ
！

」 

（
社

員

た
ち
が
一

斉

に
顔

を
し
か
め
、
困

惑

し
た
顔

を
見

せ
る
。
） 

社

員

A

：「

わ
さ
び…

味…

？

」 

塩

田

：
（
目

を
瞑

り
な
が
ら
）「

社

長

、
お
願

い
で
す

か
ら
、
も
う
少

し
穏

や
か
な
味

の
方

向

で
。
」 

汐

：「

い
や
、
塩

田

！

人

生

は
挑

戦

だ
！

次

は
世

界

を
驚

か
せ
る
ぞ
！

」 

社

員

B

：「

社

長

、
い
つ
も
驚

か
さ
れ
て
ば
か
り
な
ん

で
す
が…

。
」 

（
社

員

た
ち
が
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
楽

し
そ
う
に
協

力

し
始

め
る
。
） 



 

19 

 

社

員

C

：「

で
も
、
社

長

が
言

う
通

り
、
何

か
新

し
い

こ
と
を
や
ら
な
い
と
、
他

の
企

業

と
同

じ
に
な
っ
ち
ゃ

う
も
ん
ね
。
」 

汐

：
（
ニ
ヤ
リ
）「

そ
の
通

り
だ
！

次

は
わ
さ
び
の
新

た
な
挑

戦

だ
！

こ
れ
で
世

界

を
制

覇

す
る
ぞ
！

」 

（
塩

田

が
心

配

そ
う
に
横

目

で
見

つ
め
る
中

、
社

員

た
ち
が
少

し
ず
つ
前

向

き
に
な
り
つ
つ
あ
る
様

子

。
） 

塩

田

：「…
…

ま
た
、
や
る
ん
で
す
ね
。
」 

汐

：「

も
ち
ろ
ん
だ
！

面

白

い
こ
と
を
す
る
か
ら
こ

そ
、
こ
の
会

社

は
楽

し
い
ん
だ
よ
！

」 

（
汐

が
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
、
社

員

た
ち
も
少

し
ず
つ

笑

顔

に
。
カ
メ
ラ
が
引

い
て
、
オ
フ
ィ
ス
の
全

員

が
次

の
大

冒

険

に
向

け
て
動

き
出

す
様

子

が
映

し
出

さ

れ
る
。
） 

（
画

面

が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
音

楽

が

流

れ
る
。
） 

 



 

20 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
冗

談

め
か
し
て
）
：「

世

の
中

に
は
、

酸

い
も
甘

い
も
兼

ね
備

え
た
煎

餅

が
存

在

す
る
こ
と

を
証

明

し
た
汐

製

菓

。
そ
の
挑

戦

は
ま
だ
始

ま
っ
た

ば
か
り
。
次

は
、
わ
さ
び
味

？

そ
れ
と
も
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
味

の
唐

辛

子

？

果

た
し
て
、
次

に
待

ち
受

け
る
試

練

に
、
社

長

と
社

員

た
ち
は
ど
う
立

ち
向

か
う
の
か

…
…

？

」 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ル 

（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
出

て
き
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た

ち
が
、
製

品

名

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
試

食

イ
ベ
ン
ト

の
風

景

な
ど
と
共

に
ス
ク
リ
ー
ン
に
流

れ

る
。
） 

 


